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Fig. 1. シラス多孔質ガラス薄膜の表面構造 
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1. はじめに 

本研究では新たな防曇材料として南九州特有の火山

噴出物である「シラス」に着目した。現在までにスパッ

タ法によりシラスを薄膜化することで高透明性を有

し、更には防曇性が発現することが確認出来ており、

その接触角も 5°以下の超親水性の状態を約数ヶ月程

度示すことを明らかにした 1)。防曇技術に関する研究

は、新材料や特性改善に関する研究 2)、経時劣化のメ

カニズム解明に関する研究 3)など、精力的に取り組ま

れているが、現状では優れた防曇性能を長期間維持す

ることが難しく新しい原理やアイデアに基づいた防曇

技術開発が望まれている。本研究は防曇効果を長期間

維持できる防曇材料の開発を目的とする。特に本研究

では、長期にわたって周囲の湿度変化によって水分の

吸着、脱着が繰り返し起こる薄膜構造を実現するため

に、ガラスの分相現象を利用した多孔質薄膜の作製を

試みた。具体的には、作製した薄膜が分相現象を発現

する分相性母ガラスターゲットの作製技術、及び一連

の分相処理プロセスにて分相現象を示し多孔質化する

ことができる成膜技術を確立し、得られた薄膜の防曇

性を中心とした物性評価を行った。 

2. 実験方法 

本研究では、スッパタ法によって作製した薄膜を一

般的なガラスの分相プロセスによって多孔質化を試み

た。薄膜の作製には、RFマグネトロンスッパタ装置(本

研究オリジナル)を用い、ターゲットはシラスを主原料

とし、アルカリ及びアルカリ土類金属等を添加して作

製した分相性母ガラス(φ3inch×4t)、スッパッタガスは

Arガス(4N)を用いた。また、成膜条件として投入電力

およびガス圧力をプロセスパラメータとし、膜厚は

500nmとした。熱処理には卓上電気炉を用いてガラス

転移温度以上で規定時間加熱した。その後、酸(1N-HCl)

によるエッチングにより多孔質化を行った。親水性の

評価は、JIS R 3257:1999(基板ガラス表面のぬれ性試験

方法)に基づいた接触角測定を行い、表面構造の評価は

SPM を用いて行った。 

3. 結果および考察 

Fig.1 に一連の工程を得て多孔質化を行った薄膜の

表面構造を示す。表面は分相現象に由来したスピノー

ダル構造が確認され、表面から内部に向けて不連続な

細孔が確認できる。細孔径は約 100nm以下で平均骨格

径も 50nm程度であることから高い透過性を示した。 

また、親水性に関しても超親水性(接触角 5°以下)及び

吸水性に由来した防曇性を確認できた。 

4. 結論 

得られた薄膜は従来の表面水酸基に由来した超親水

性に加え、多孔質構造に由来し吸水性を確認すること

ができ、優れた防曇性能を長期間維持できる可能性が

示唆された。 
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